
【開講日】

武蔵野大学社会響創センター
〒202-8585 東京都西東京市新町 1-1-20
TEL：042-468-3222 
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令和 5 年 4 月 5 日（水）

仏教・宗教

0501002 日本仏教の流れから学ぶ 
受 講 料 
（振込額）

12,500円

必携テキスト ───

講座概要

曜　　日 水曜日 日　　程

時　　間 15：00 ～ 16：30
4 月 5 ・19 日　

5 月 10・24 日

6 月 14 日

回　　数 全 5 回 定　　員 40名

開講場所 三鷹サテライト教室　７ F　大教室

講　　師

福泉寺住職・本願寺派布教師　小笠原 博慧　（おがさわら ひろとし）

1941年生まれ。1965年、私立高校教諭(漢文)。1974年、公立高校教諭(国語)。1999年、同中

学・高校校長。その間1975年、國學院大學講師(漢文学)。1982年、市立大月短期大学講師(文

学、日本語)。1988年、武蔵野女子大学講師(仏教学、日本仏教史)。同大学仏教文化研究所所

員。1988年、福泉寺住職。

内　　容

　既成仏教が体制化していくなかで、従来からの民間信仰は民衆の生活と共に展開した。例え

ば、祈祷等の開帳、縁日などの民衆の自由な選択による参拝で盛んになった。又、鎮魂など不安

を除くものとして定着していった。

　山岳信仰や富士講など新しい宗教の方向を示したものも出現した。

　修験道も統制のもとで教団化し､教学の振興と共に修験者と庶民との新しい関わり方が出てき

た。人里に定住し、村人の生活の中でどのように変わっていったのか。

　既成の諸宗の中からも平民仏教の唱道があったが、平民に近づきながらも封建倫理の中にあっ

た。また、キリスト教の展開と隠れキリシタンについても学んでいきたい。

① 4 月 5 日：民間信仰(1)と修験

② 4 月19日：民間信仰(2)と里の修験(1)

③ 5 月10日：里の修験(2)

④ 5 月24日：里の修験(3)と平民仏教の唱道

⑤ 6 月14日：キリスト教の展開と隠れキリシタン
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・�	�「受講の手引き」「新型コロナウイルス感染症拡大防止のためのお願い」を必ず

お読みの上、ご参加ください。

《徹底のお願い》

　☆マスクは清潔な不織布で、鼻口を覆ってください。

〒181ー0013 
東京都三鷹市下連雀３丁目26ー12 
三鷹三菱ビル

三鷹駅前
郵便局

JR中央線・総武線
東京メトロ東西線


